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シロツメグサ スズメノャリ エノコログサ キンエノコロ

緑色の穂 金色の穂 長くだれる椛

I 工ノコ0 グサのなかま I 

はなわ あ つく

シロツメクサの花を輪に編み、リースにして、首かざりや花かんむりを作ったことがありま
たの おお 、e

すか？ シロツメクサは、四つ葉のクローバーさがしもできて、楽しみの多い草ですね。
ほか あかた

リースはシロツメクサでなくても、他の草でも作ることができます。編み方はシロツメクサ
おな

と同じです。いろいろな草でリースを作り、楽しみましょう。
つぎかたちせいしつ ほおお あたま

リースを作りやすいのは、次の形や性質をもつ草です。①花や應が大きく、頭でっかち
わか じゅく

に見える。②穂は若く、まだ実がふくらんでいない（熟したものは、かわくと実がぽろぽろ落
ほそなが

ちます）。③花や穂のくきが細長く、葉がついてない。④くきは、しなやかでぽきっと折れに

くし ¥0

はる なつあき

春はスズメノャリ、夏から秋はねこじゃらしともよばれるエノコログサのなかまがリースに
こうえん み ち ほか ばあ

びったりです。公園や道ばたで他にもよさそうな草を見つけたら、その場で編んでみると、リ
む いらばん L た

ースに向いているかどうかがわかります。作り方は、一番下を見てください。
はりがね しょくひん くち ときつか

リース作りには、ビニール針金 2 つ（食品のふくろの口をしばる時に使われているもの。
さいご あさ

最後にくきをしばる）、ハサミ（長いくきを切りそろえる）、麻ひも（リースをつるす）がある
ぺんり

と便利です。
いろ か ながも

スズメノャリやエノコログサのリースは、かわいても形や色はあまり変わらず、長持ちしま
さいしょ とち・P う ；まか い

す。最初や途中に他の草を入れると、アクセントになります。ただし、花びらのうすい草の多
はう 1さんにら

くは、かわくとしおれるので、長持ちさせたい時はやめた方がいいでしょう。また、半日 ,..__,2
かひほ しあ

日ほど日かげで干し、しなびたもので編むとかわいてもくずれにくく、きれいなリースに仕上

がります。 (20 10 年 8 月 坂井奈緒子）
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長いくきを i 麻ひもをつけ

輪にできる長さまでどんどん編む。

＇ を切る。
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ると、できあが i
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（草のリースは、 当館ボランティアの木原さんに教わりました。）




